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取引先からの脱炭素要請への対応
脱炭素は自社の価値向上において重要ですが、単独で取り組むには課題が
多い領域です。今回、地域のサプライチェーンで協業しながら脱炭素に取り組
む方策について実例を交え紹介します。

脱炭素を通じた商品の付加価値向上
カーボンゼロ商品を持つ中小企業は大きなビジネスチャンスが訪れています。今
年、その開発に業種の違う5社が挑戦!商品開発のポイントや試行錯誤した
点など、専門家を交え事例を紹介します。

脱炭素対応人材やノウハウ不足への対応
カーボンニュートラル推進に実際に取り組んだ企業の実例とその推進をサポート
した専門家の声を併せてお伝えすることで中小企業にとってのCNの効率的な
推進の仕方を考えます。

２．経済産業省におけるGX施策のご紹介

お申込はこちら!

基調講演

定員になり次第締め切らせて
いただきます。

（一財）九州オープンイノベーションセンター
/九州経済産業局

(報告:(株)アットグリーン)

～脱炭素を通じた中小企業の価値創造～

https://mm-enquete-
cnt.meti.go.jp/form/
pub/kyusyuenekan/k
yushugx
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福岡市
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九州経済産業局
(報告:(公財)九州経済調査協会)

Sphera Solutions, Japan（株）ディレクター
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１．中小企業における脱炭素化の重要性
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企業価値を高める

企業価値を引き出す

企業価値を守る


